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1.問題提起 

 近年、日本では大雨や地震などによって土石流

災害が増えている。そのなかで、熱海市で起きた土

石流災害は自然的な要因とは別に業者による盛り

土が関係している。他の土石流災害とは違い大き

な特徴のある熱海市の土石流災害について学び、

なぜ起きたのかまた、今後の防止策などについて

考える。 

 

２．近年増加している土石流災害 

令和 5 年 8 月時点での全国の土砂災害発生状況

は 1,020 件であり、内訳は土石流等 97 件・地滑り

が 36 件・がけ崩れが 887 件である。これは令和 4

年の 795 件を大きく上回っている。また、令和 5 年

の人為的な災害は死者 8 名・負傷者 12 名となって

おり、前年の死者 4 名を大きく上回っている。 

台風や気候などに左右されることの多い土石流

災害は日本の異常気象による大雨などと関係して

やや増加傾向にあり、大雨が増えているため今後

も増加していくと考えられる。 

 

3.熱海市の土石流災害の特徴 

 このように日本の土石流災害は増加傾向にある

なかで 2021 年 7 月 3 日午前 10 時に静岡県熱海市

の伊豆山地区の逢初川で土石流災害が発生した。

死者 28 名・避難者約 580 名・建物 136 棟が被害を

出したこの災害は国道や電車の交通系インフラに

も被害を与えた。発生当時記録的な大雨が降って

いたこともあるが、ここまで大規模な被害になっ

たのには盛り土業者の不適切な盛り土が関係して

いると考える。 

 

 

上記のように熱海市や県などの行政が 2007年か

ら業者に対し指導している。また、熱海市が 2011

年に措置命令を出す方針を固めるも送付はされな

かったことから行政の管理不足等も一因となるだ

ろう。さらに、土地の所有者が変更されているのも

現在の補償問題を長引かせている 1 つであり、近

年増加している土石流災害とは違い人災とも考え

られている。 
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４.今後の防止策 

 今回熱海市の土石流災害が起きたのには要因が

２つあると考える。1 つ目はまずは近年続いている

異常気象に対する傾斜地や河川等の防災設備であ

る。熱海市の土石流災害が甚大になったのは不適

切な盛り土が関係していると思うが、実際熱海市

の伊豆山地区は防災工事が進んでおらず、もしか

したらいつか起きた災害であり、防災設備等があ

れば防止できたのかもしれない。 

また、災害アラートや日々の防災意識について

も改善すべき点は多くみられる。２つ目は不適切

な盛り土の防止だ。熱海市の土石流災害が甚大に

なった大きな要因である盛り土をまずは入れない

よう行政の厳しい審査等が必要になると考える。

使われていない土地の有効活用や新たな宅地の創

造等で本来は盛り土も大きなメリットがあるが今

回は不適切な処理によって大きな被害をもたらし

た。さらに、行政の指導能力の強化等も考えられ

る。実際に今回不適切な盛り土であり、行政の指導

が入っても大幅な改善が見受けられた点はない。 

熱海市が 2011年に措置命令を出す方針を固めた

が送付されなかった。これにより行政の指導能力

や意識の低さが見受けられた。今回の人災を日本

で２度と起こさないために現在ある盛り土や土石

流災害の発生が予見される土地の改修等を行い、

そこから厳しい審査や行政の指導で市民や国民の

生活と安全を守ってもらいたいと考える。 
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